
 
2022年度「電波の日・情報通信月間」受賞者一覧

　

地域 表彰区分 受賞者名 区分 役職・代表 功績概要

中　央 電波の日
総務大臣

表彰

梅比良　正弘 個人 南山大学 理工学部
電子情報工学科 教授
茨城大学 名誉教授

　長年にわたり情報通信審議会において多くの無線
システムの技術的条件のとりまとめを主導するととも
に、総務省国立研究開発法人審議会会長代理として
国立研究開発法人の業務実績の評価に寄与される
など、電波利用の高度化と国の研究開発の発展に多
大な貢献をした。

中　央 電波の日
総務大臣

表彰

大道　道大 個人 一般社団法人日本病
院会副会長（情報発信
担当)

　新型コロナウイルス感染症が拡大する中、医用テ
レメータを始めとする電波利用の重要性を認識し、医
療機関において安心・安全に電波を利用するための
手引きの改定に医療現場の視点を反映させるととも
に、広く周知啓発を図るなど適正な電波利用及び人
材育成に多大な貢献をした。

中　央 電波の日
総務大臣

表彰

吉田　進 個人 前 電波監理審議会会
長
京都大学 名誉教授

　電波監理審議会会長として長年にわたり電波・放
送行政の発展に多大な貢献をし、また第５世代モバ
イル推進フォーラム会長として、産学官連携による５
Ｇの展開に多大な貢献をした。

中　央 電波の日
総務大臣

表彰

公益財団法人東京オ
リンピック・パラリン
ピック競技大会組織
委員会
テクノロジーサービス
局

団体 局長
　：舘　剛司

　東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に
おいて、電波利用密集地域で新たに多数の無線局
が使用されるという厳しい電波環境の中で、総務省
の実施する無線局検査及び電波監視に対して必要
な支援を行い、大会における適切な電波監理の実現
に多大な貢献をした。

中　央 情報通信
月間

総務大臣
表彰

後藤　厚宏 個人 情報セキュリティ大学
院大学 学長

　総務省サイバーセキュリティタスクフォースの座長と
して、ＩＣＴサイバーセキュリティ総合対策の策定を始
め長年にわたり政策の推進に尽力するとともに、サイ
バーセキュリティに関する研究開発や人材育成など
を通じて我が国のサイバーセキュリティの強化に多
大な貢献をした。

中　央 情報通信
月間

総務大臣
表彰

髙島　肇久 個人 株式会社海外通信・放
送・郵便事業支援機構
前 取締役会長

　長年にわたり国際放送の充実・強化に取り組まれ
た実績に基づく、放送事業や海外事業に関する豊富
な経験と高い見識を活かし、株式会社海外通信・放
送・郵便事業支援機構の初代取締役会長として、国
内通信・放送事業者をはじめ、多様な関係者との連
携強化や同機構の認知向上等に尽力
した。

中　央 情報通信
月間

総務大臣
表彰

髙橋　邦夫 個人 合同会社 KU コンサル
ティング 代表社員

　平成 27 年度以降、地域情報化アドバイザーとして
多数の業務改革等を支援するとともに、過去５か年
において、全地域情報化アドバイザーの中で
最多の派遣実績を記録し、ＩＣＴを活用した地域課題
解決に多大な貢献をした。

中　央 情報通信
月間

総務大臣
表彰

丹　康雄 個人 北陸先端科学技術大
学院大学 副学長
先端科学技術研究科
教授  デジタル化支援
センター長

　北陸先端科学技術大学院大学デジタル化支援セン
ター長として、地方公共団体が進めるスマートシティ
の取組を支援するとともに、省資源化に資するシング
ルペアイーサネット通信の実装ガイドラインをとりまと
め、また北陸地域のデジタル化を先導するなど、情
報通信の発展に多大な貢献をした。



 

地域 表彰区分 受賞者名 区分 役職・代表 功績概要

中　央 情報通信
月間

総務大臣
表彰

野口　伸 個人 北海道大学大学院 農
学研究院
副研究院長・教授

　長年にわたり無線通信技術を活用したロボット農機
の研究開発に従事し、またスマート農業を基盤とした
地域活性化モデルの構築に尽力し、５Ｇ等を活用し
た無人トラクタの自動走行の実用化を先導するなど、
ＩＣＴの普及発展に多大な貢献をした。

中　央 情報通信
月間

総務大臣
表彰

前田　洋一 個人 一般社団法人 情報通
信技術委員会 顧問

　長年にわたりブロードバンドネットワーク及び光アク
セスシステムの標準化活動に尽力するとともに、
フォーラム標準とデジュール標準との連携を強化す
るなど、国内外の標準化活動において数々の中心的
役割を果たすことで、我が国及びアジア太平洋地域
の地位向上に貢献をした。

中　央 情報通信
月間

総務大臣
表彰

柳田　敏雄 個人 国立研究開発法人情
報通信研究機構
脳情報通信融合研究
センター
アドバイザー
大阪大学 栄誉教授

　国立研究開発法人情報通信研究機構における脳
情報通信融合研究センターの設立に尽力するととも
に、研究センター長として長年にわたり脳科
学とＩＣＴが異分野融合した最先端の研究領域である
脳情報通信の確立及び発展に多大な貢献をした。

中　央 情報通信
月間

総務大臣
表彰

一般社団法人
全国地域映像団体協
議会

団体 理事長
　：遠藤　誠

　放送コンテンツの製作取引適正化に関するガイドラ
インの周知広報活動を推進し、地方の番組製作会社
の製作環境の向上に尽力するとともに、全映協グラ
ンプリにおいて地方の優れた作品を表彰するなど、
映像製作支援に多大な貢献をした。

中　央 情報通信
月間

総務大臣
表彰

 
加古川市 団体 市長

　：岡田　康裕

　平成 29 年度データ利活用型スマートシティ推進事
業を活用して見守りタグ検知機能を搭載した「かこが
わアプリ」を構築し、官民連携による見守りサービス
を実現し、さらに令和3年に加古川市スマートシティ構
想を策定し、市民中心の課題解決型スマートシティに
取り組まれるなどスマートシティの普及促進及びＩＣＴ
を活用したまちづくりの推進に多大な貢献をした。

中　央 志田林三
郎賞

情報通信
月間推進
協議会会
長表彰

児島　正一郎 個人 国立研究開発法人 情
報通信研究機構
電磁波研究所 リモート
センシング研究室
研究マネージャー

　
　長年にわたり航空機搭載合成開口レーダーの開発
に従事し、実証観測による世界最高レベルの観測技
術を確立するなど、防災等での活用が期待される地
表面モニタリング技術の発展に多大な貢献をした。

中　央 情報通信
功績賞

情報通信
月間推進
協議会会
長表彰

井上　大介 個人 国立研究開発法人 情報
通信研究機構サイバーセ
キュリティ研究所サイバー
セキュリティ研究室長
ナショナルサイバーオブ
ザベーションセンター
(NCO)サイバーオブザ
ベーション運用室長
サイバーセキュリティネク
サス(CYNEX)ネクサス長

　国立研究開発法人情報通信研究機構において、長
年にわたりサイバーセキュリティに係る研究開発やＩｏ
Ｔ機器の脆弱性調査など幅広く施策を牽引するととも
に、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会
において、サイバー攻撃観測体制を整備し通信イン
フラの安定運営に多大な貢献をした。
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中　央 情報通信
功績賞

情報通信
月間推進
協議会会
長表彰

江﨑　浩 個人 東京大学大学院 情報
理工学系研究科 教授

　
　インターネットの高度化及び利便性向上に向けて
ＩＰｖ６の普及促進に尽力するとともに、「インターネット
トラヒック研究会」において「新たな日常」におけるイ
ンターネットのサービス品質確保に取り組むほか、
「デジタルインフラ（ＤＣ等）整備に関する有識者会
合」においてデータセンター等の地方分散に寄与す
るなど、長年にわたり情報通信の発展に多大な貢献
をした。

中　央 情報通信
功績賞

情報通信
月間推進
協議会会
長表彰

福野　泰介 個人 株式会社 jig.jp 取締役
会長
株式会社 B Inc.代表取
締役社長

　地域情報化アドバイザーとして地方公共団体等に
おけるオープンデータの推進に尽力するとともに、地
域におけるプログラミング教育をはじめとした教育の
情報化推進のため、地域ＩＣＴクラブの普及促進に多
大な貢献をした。

中　央 情報通信
功績賞

情報通信
月間推進
協議会会
長表彰

三宅　優 個人 株式会社 KDDI 総合研
究所
情報システムセキュリ
ティ部 部長

　国際電気通信連合電気通信標準化部門 第 17 研
究委員会において副議長として全体のとりまとめに
尽力するとともに、一般社団法人情報通信技術委員
会セキュリティ専門委員会委員長として長年にわたり
日本代表団の中心的な役割を担い、サイバーセキュ
リティ技術にかかる標準化活動に尽力した。

中　央 情報通信
功績賞

情報通信
月間推進
協議会会
長表彰

一般社団法人
セーファーインター
ネット協会

団体 会長
　：中山　明

　誹謗中傷ホットラインを開設し、被害者からの相談
に効果的に対応するとともに、発信者情報開示の要
件である権利侵害明白性について、プロバイダが判
断する際の参考となる「権利侵害明白性ガイドライ
ン」を作成・公表し権利侵害投稿の適正で迅速な発
信者情報の開示の促進に多大な貢献をした。

北海道 電波の日
北海道総
合通信局
長表彰

大石橋　恒二 個人 前 北海道漁業無線連
合会　事務局長

　多年にわたり、北海道漁業無線連合会事務局長と
して、電波法令違反の未然防止や定期検査の円滑
な実施に尽力するとともに、海岸局の新スプリアス規
格への適合に積極的に取り組むなど、漁業無線の普
及・発展に多大な貢献をされました。

北海道 電波の日
北海道総
合通信局
長表彰

旭川トマト研究会5G
部局

団体 代表者
　：上田　一麿

　トマト栽培における収穫の効率化、収穫品質の安
定化という課題解決のため、5Gによる「トマト収穫支
援ゴーグル」を考案し、スマート農業における電波利
用としての新たな可能性を示されました。

北海道 電波の日
北海道総
合通信局
長表彰

北海道旅客鉄道株式
会社　社員研修セン
ター

団体 所長
　：森　雅裕

　鉄道輸送業務における無線通信の重要性を深く認
識され、多年にわたり、自社による無線従事者養成
課程の実施によって多数の無線従事者を輩出するな
ど、無線通信分野の人材育成にあたり多大な貢献を
されました。

北海道 情報通信
月間

北海道総
合通信局
長表彰

井村　美彦 個人 北海道高等学校PTA連
合会　事務局長

　多年にわたり、北海道高等学校PTA連合会事務局
長として、学校関係者への周知啓発活動に尽力さ
れ、青少年のインターネットリテラシー向上のため北
海道の教育に多大な貢献をされました。
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北海道 情報通信
月間

北海道総
合通信局
長表彰

岸上　順一 個人 国立大学法人室蘭工
業大学大学院
工学研究科特任教授

　多年にわたり、SCOPE(戦略的情報通信研究開発
推進事業)の「地域ICT振興型評価委員会」委員及び
委員長を務め、道内のICT分野の研究開発の推進及
び研究開発成果を活用した地域課題解決に多大な
貢献をされました。

北海道 情報通信
月間

北海道総
合通信局
長表彰

北海道函館工業高等
学校

団体 校長
　：伊藤 良平

　多年にわたり、情報通信技術の教育に尽力し、工
事担任者の養成に努められ、数多くの有資格者を輩
出するなど、情報通信人材の育成に多大な貢献をさ
れました。

北海道 情報通信
月間

北海道総
合通信局
長表彰

岩見沢市 団体 市長
　：松野　哲

　ローカル5G等を活用したスマート農業の推進など、
ICTを活用した地域の課題解決に積極的に取り組む
とともに、地域の高齢者等を対象としたスマホ教室を
開催し、デジタルディバイド解消に取り組むなど、地
域の情報化の推進に多大な貢献をされました。

北海道 北海道総
合通信局
長感謝状

一般社団法人日本ア
マチュア無線連盟
北海道地方本部

個人 理事・地方本部町
　：正村　琢磨

　多年にわたり、アマチュア局の運用の適正化
に向け、全道各地において、保有するガイダン
ス局の運用を定期的に行い、違反無線局への
注意喚起を働きかけるなど、地域の電波利用秩
序の維持に多大な貢献をされました。

北海道 北海道テ
レコム懇
談会会長

賞

谷川モーターズ
（代表）北海道科学大
学保健医療学部診療
放射線学科

（構成員）
札幌医科大学　医学
部公衆衛生学兼循環
器・腎臓・代謝内分泌
内科学講座

札幌医科大学　医療
人育成センター物理
学教室

団体
准教授　谷川 琢海

助教授　小山　雅之

講師　高塚　伸太朗

　

　GISを活用したCOVID-19管理システム「こびま
る」を開発し、陽性者等の健康観察や 療養判定
を可視化したことで、業務の負荷を劇的に低減
させて円滑な支援体制へと改善し、地域住民の
感染症対策に多大な貢献をされました。

札幌医科大学附属病
院高度救命救急セン
ター

北海道情報大学経営
情報学部先端経営学
科

北海道情報大学　経
営情報学部　先端経
営学科

ESRIジャパン株式会
社札幌オフィス

札幌市保健所　医療
対策室

医師　中山　龍一

教授　向原　強

准教授　藤本　直樹

技術推進グループ
福田　潤



 

地域 表彰区分 受賞者名 区分 役職・代表 功績概要

北海道 「地域発デ
ジタルコン
テンツ」総

務大臣奨励
賞

 北海道札幌西高等
学校放送局
　（放送局顧問・教諭
久保　真理）

　総務省では、全国の総合通信局及び沖縄総合通
信事務所において、クリエイターの育成や作品発表
の場の提供、地域からの情報発信等を目的に、デジ
タルコンテンツに関するコンテスト等の共催・後援を
行っています。その中でも、特にすばらしい作品を制
作し、今後の創作活動が期待される方々について、
総務大臣奨励賞を授与します。

北海道 北海道総
合通信局
長表彰

函館市立中央小学校 学校部
門

校長
　：西田　直

「情報通信の安心安全な利用のための標語」
 
　　『 好奇心　そのクリックで　恐怖心 』

　情報通信を安心・安全に利用するためのルールや
マナー、情報セキュリティに関する意識や 知識の重
要性に気づき、考えるきっかけとすることを目的に
「情報通信における安心安全推進 協議会」では毎年
標語を公募し、受賞作を用いた啓発活動を行ってい
ます。総務省が後援とな り、道内の学校部門から優
秀な作品を北海道総合通信局長賞として表彰しま
す。

東　北 電波の日
東北総合
通信局長

表彰

熊谷 　章二 個人 元福島県立小名浜海
星高等学校 教諭
（旧 福島県立いわき海
星高等学校）

　多年にわたり海上通信技術を担う人材の育成に尽
力し、船舶職員の安全確保及び電波利用秩序の維
持に多大な貢献をされました。

東　北 電波の日
東北総合
通信局長

表彰

佐藤　源之 個人 東北大学 東北アジア
研究センター 教授

　地表設置型合成開口レーダー装置により、国内最
大級の「荒砥沢崩落地」の変化を十年間にわたり観
測研究し、地滑り地区の安全確保及び防災教育に多
大な貢献をされました。

東　北 電波の日
東北総合
通信局長

表彰

福島県葛尾村 団体 村長
　：篠木　弘

　村が保有する光ファイバ網を活用して、ラジオ放送
を中継する設備を整備することにより、村内の受信改
善に多大な貢献をされました

東　北 情報通信
月間

東北総合
通信局長

表彰

岩手県金ケ崎町 団体 町長
　：髙橋　寛寿

　「ＩＣＴによる除雪管理システム」を導入することで作
業の効率化を図り、住民サービスの向上につなげま
した。
導入までのプロセスは、優良な導入事例として他の
自治体における地域の課題解決の検討に貢献され
ました。

東　北 情報通信
月間

東北総合
通信局長

表彰

宮城県塩竈市 団体 市長
　：佐藤　光樹

　浦戸諸島と本土を結ぶ海底光ファイバケーブルを
整備され、条件不利地域の地域課題解決や住民の
生活環境の向上に尽力をされました。

 
<作品名>

　　　熊　魂
　　（ゆうこん）



 

地域 表彰区分 受賞者名 区分 役職・代表 功績概要

東　北 情報通信
月間

東北総合
通信局長

表彰

山形県酒田市 団体 市長
　：丸山　至

　飛島と本土を結ぶ海底光ファイバケーブルを整備さ
れ、条件不利地域の地域課題解決や住民の生活環
境の向上に尽力をされました。

東　北 情報通信
月間

東北総合
通信局長

表彰

５G・IoT・AI コンソー
シアム

団体 会長
　：安房　毅
（山形県中小企業団体
中央会長)

提唱者
　：寒河江　浩二
(株式会社山形新聞社
長)

　設立以来、地域のデジタル変革につながる事業の
実施などにより、様々な分野での地域課題解決に向
けた取り組みに尽力をされました

東　北 東北電気
通信協力
会長表彰

千葉　敏男 個人 　第一級陸上無線技術士としての知識と経験を活か
し、公益財団法人日本無線協会が実施する無線従
事者養成課程の講師を務め、多年にわたり無線従事
者の養成に力を注ぎ、電波利用秩序の維持と発展に
多大な貢献をされました。

東　北 東北総合
通信局長

表彰

宮城県名取高等学校 学校部
門

校長
　：茂木　悟

「情報通信の安心安全な利用のための標語」
 
　　『 ネットにね  消しゴムなんて  ないんだよ。 』

　高校１学年時の「国語総合」の授業において標語の
作り方を学習し、情報モラルの意識啓発のために生
徒から標語を募るなど、情報通信の安心安全な利用
に関わる活動を通して、優れた作品を創作されまし
た。

関　東 電波の日
関東総合
通信局長

表彰

塚原　泉 個人 山梨県電波適正利用
推進員協議会
元会長

　多年にわたり山梨県電波適正利用推進員協議会
の役員を務め、関係団体と協力し、電波の正しい利
用方法とルールについて各自治体と共同でイベント
を企画するなど、良好な電波利用環境の維持及び協
議会活動の発展に多大な貢献をした。

関　東 電波の日
関東総合
通信局長

表彰

藤井　威生 個人 国立大学法人電気通
信大学
先端ワイヤレス・コミュ
ニケーション
研究センター　教授

　デジタルＭＣＡ陸上移動通信システムの移行によっ
て開放される周波数帯に、新たな無線システムが早
期に導入されるよう、関係者との検討を主導して技術
的条件を取りまとめるなど、電波利用の発展に多大
な貢献をした。

関　東 電波の日
関東総合
通信局長

表彰

株式会社NTTドコモ
R&Dイノベーション本
部移動機開発部

団体 移動機開発部長
　：樋口　健

　多年にわたり携帯電話に関わる混信・障害対応に
おいて、無線設備の調査分析に尽力するとともに、当
局が行う電波障害の解明に全面的に協力するなど、
電波利用環境の維持に多大な貢献をした。



 

地域 表彰区分 受賞者名 区分 役職・代表 功績概要

関　東 電波の日
関東総合
通信局長

表彰

一般社団法人関東自
動車無線協会千葉支
部

団体 支部長
　：関口　勝裕

　多年にわたりタクシー無線利用会員の無線従事者
資格取得に尽力し､従事者養成講習会の開催及び無
線技術や運用の知識習得に向けた取組を推進する
など､法制度の遵守及び電波利用秩序の維持向上と
人材育成に多大な貢献をした。

関　東 電波の日
関東総合
通信局長

表彰

練馬区 団体 区長
　：前川　燿男

　臨時災害放送用設備を活用した訓練を毎年継続し
て実施するとともに、臨時災害放送局の周知活動に
全面的に協力するなど、災害時におけるＦＭ放送を
通じた防災減災対策の推進及びその有用性に関す
る広報に多大な貢献をした。

関　東 情報通信
月間

関東総合
通信局長

表彰

小保方　貴之 個人 一般社団法人ジョブラ
ボぐんま
副理事長

　一般社団法人ジョブラボぐんまの副理事長として、
産学官民連携によるＩＣＴ利活用の促進により、横断
的なネットワークの構築を目指すとともに、地域社会
におけるＩＣＴ理論を応用し、地域課題解決や地域活
性化に多大な貢献をした。

関　東 情報通信
月間

関東総合
通信局長

表彰

川地　宏行 個人 学校法人明治大学
法学部法学研究科　教
授

　関東電気通信消費者支援連絡会の座長として、電
気通信サービスに係る消費者問題の取りまとめに尽
力し、ひいては電気通信事業法の消費者保護ルー
ルに関するガイドライン改正の契機となるなど、消費
者保護政策の推進に多大な貢献をした。

関　東 情報通信
月間

関東総合
通信局長

表彰

中村　正明 個人 関東学園大学　教授 「食と農、観光、地場産業」の三分野に関し、ＩＣＴの活
用による六次産業化を通して、地域をプロデュースで
きる人材育成を行うとともに、自治体や商工会議所、
民間企業と連携し、地元企業のＩＣＴ利活用を通じた
地域活性化に多大な貢献をした。

関　東 関東情報
通信協力
会長表彰

佐藤　忠光 個人 公益財団法人日本無
線協会養成課程講師

　多年にわたり、公益財団法人日本無線協会の講師
として、海上分野の無線通信業務に従事した経験と
知識を生かし、認定講習業務等の運営管理や無線
従事者の指導育成に尽力するなど、電波利用秩序
の維持と発展に多大な貢献をした。

関　東 関東情報
通信協力
会長表彰

中林　秋司 個人 公益財団法人日本無
線協会養成課程講師

　多年にわたり、公益財団法人日本無線協会の講師
として、海上分野の無線通信業務に従事した経験と
知識を生かし、国際航海に従事する船員の訓練や無
線従事者の指導育成に尽力するなど、電波利用秩
序の維持と発展に多大な貢献をした。

関　東 「地域発デ
ジタルコン
テンツ」総

務大臣奨励
賞

 ト　ケイシン
　（拓殖大学）

「見る・感じる・楽しむ」、八王子で絶景に出会おう！
大都会に匹敵する街並みから自然豊かな山岳エリア
に至るまで、多彩な魅力あふれるまちが、ここにあ
る！

 
<作品名>

　日日是絶景・八王子

（にちにちこれぜっけい・はちお
うじ）



 

地域 表彰区分 受賞者名 区分 役職・代表 功績概要

関　東 関東総合
通信局長

賞

東京都立成瀬高等学
校

学校部
門

「情報通信の安心安全な利用のための標語」
 
　『軽率に　載せない書かない　送らない』

　受賞作品は、広報ポスターへの掲載をはじめ、各種
啓発事業・行事等において広く活用されます。

信　越 電波の日
信越総合
通信局長

表彰

半田　志郎 個人 国立大学法人
信州大学特任教授

　永きにわたり信州大学工学部において、デジタル人
材の育成に尽力されるとともに、信越受信環境クリー
ン協議会の会長として、信越地域のテレビやラジオ
の良好な受信環境の維持改善を先導され、電波障
害防止に多大な貢献をされました。

信　越 電波の日
信越総合
通信局長

表彰

丸山　活輝 個人 信越放送株式会社 技
術局 技術部
テクニカルアドバイザー

永きにわたり放送事業者の技術者として、山間部の
多い長野県内における災害発生時にも、安心・信頼
できる放送の確保に寄与されるとともに、総務省情報
通信審議会作業部会委員として、放送中継回線の技
術基準の策定に携わられ、新たな電波利用の促進
に多大な貢献をされました。

信　越 情報通信
月間

信越総合
通信局長

表彰

株式会社ニューメディ
ア 新潟センター

団体 専務取締役新潟セン
ター長
 　：河西 弘太郎

　地方公共団体と連携し、地域ＢＷＡの整備や地上
デジタル放送の難視聴解消の施設整備を行い、新潟
市における通信・放送環境の向上を図るとともに、災
害発生時の情報伝達ルートの確保に多大な貢献をさ
れました。

信　越 情報通信
月間

信越総合
通信局長

表彰

立科町 団体 町長
　：両角　正芳

　テレワーク事業に率先して取り組み、他の地方公共
団体と連携して人材の育成、就労機会の提供に努め
るとともに、ブロードバンド環境を活用したワーケー
ションを積極的に推進するなど情報通信を活用した
信越地域の活性化に多大な貢献をされました。

信　越 情報通信
月間

信越総合
通信局長

表彰

浅子 秀樹 個人 一般財団法人ＬＩＮＥみ
らい財団
調査研究部 研究員

　多年にわたり信越管内の大学で、将来教職を志す
学生に向けた講義を通じて情報モラル教育を支える
多くの人材育成に寄与し、信越地域の情報化推進に
多大な貢献をされました。

信　越 信越電波
協力会長

表彰

株式会社オダステク
ニカ

団体 代表取締役社長
　：髙野 宏介

　永年にわたり佐渡島内で発生する放送施設の障害
に対し、速やかに措置されるなど地域における放送
分野の安定性 信頼性の確保に大きく貢献されまし
た。

信　越 信越電波
協力会長

表彰

株式会社ＮＴＴ東日本
-関信越長野支店

団体 設備部並びに関係各
社社員一同

　令和３年８月の長野県豪雨における通信途絶地域
に対し別ルートへのケーブル敷設により仮復旧する
など、迅速な通信孤立解消対応を行うとともに早期
の伝送路冗長化により、災害時の通信確保に多大な
貢献をされました。

信　越 信越総合
通信局長
感謝状

第九管区海上保安本
部 新潟海上保安部

団体 新潟海上保安部長
　：小野　雄介

　電波利用環境保護のための不法無線局根絶の必
要性を理解され、当局との共同取締りに取り組まれ、
電波法違反容疑者を摘発するなど、電波利用秩序の
維持に協力されました。



 

地域 表彰区分 受賞者名 区分 役職・代表 功績概要

信　越 信越総合
通信局長
感謝状

長野県警察 安曇野
警察署

団体 署長
　：西川　政雄

　電波利用環境保護のための不法無線局根絶の必
要性を理解され、当局との共同取締りに取り組まれ、
電波法違反容疑者を摘発するなど、電波利用秩序の
維持に協力されました

信　越 「地域発デ
ジタルコン
テンツ」総

務大臣奨励
賞

 佐藤　琴奈
　（学校法人国際総合
学園新潟デザイン専
門学校 ２年生）

　地元新潟を離れ、どこかに行ったとしても、常に結
ばれ、繋がっているということを描いた映像作品「帰
る場所は此処にある」が、地域発の特にすばらしい
作品であることから、今後の創作活動が期待されると
認められました。
※ 本作品は「にいがたデジコングランプリ 2021」にお
いて信越総合通信局長賞を受賞しています。

信　越 信越総合
通信局長

賞

長野市立南部小学校 学校部
門

「情報通信の安心安全な利用のための標語」
 
　『そのサイト　ホントに信じて　大丈夫？』

　受賞作品は、広報ポスターへの掲載をはじめ、各種
啓発事業・行事等において広く活用されます。

北　陸 電波の日
北陸総合
通信局長

表彰

青山　一夫 個人 　多年にわたり電波適正利用推進員及び福井県電
波適正利用推進員協議会幹事として、北陸地域の電
波の適正利用の推進に多大な貢献をされた功績

北　陸 電波の日
北陸総合
通信局長

表彰

千葉　晴信 個人 　福井県立科学技術高等学校の情報工学科長とし
て、科目確認制度や国家試験受験に積極的に取り
組み、多くの無線従事者の育成に努めるなど、地域
の電波利用分野の人材育成に多大な貢献をされた
功績

北　陸 電波の日
北陸総合
通信局長

表彰

陸上自衛隊第14普通
科連隊

団体 　災害時における無線通信網の確保の重要性を理
解し、北陸総合通信局と相互協力に関する協定を結
び、応急用無線通信機器を輸送する共同訓練を行う
など、地域の安心安全と電波利用の普及発展に寄与
された功績

北　陸 情報通信
月間

北陸総合
通信局長

表彰

久和　進 個人 　北陸情報通信協議会会長として、ICTによる地域課
題の解決と地域の活性化に積極的に取り組むととも
に、北陸総合通信局と連携して北陸地域における情
報通信の普及発展に多大な貢献をされた功績

北　陸 情報通信
月間

北陸総合
通信局長

表彰

一般社団法人テレコ
ムサービス協会北陸
支部

団体 　北陸地域におけるデジタル化を推進するとともに、
ICTによるビジネス創出とデジタル人材の育成につな
がる北陸イノベーショントライアルを開催するなど、情
報通信の普及発展と人材育成に多大な貢献をされた
功績

 
<作品名>

　　帰る場所は此処にある



 

地域 表彰区分 受賞者名 区分 役職・代表 功績概要

北　陸 情報通信
月間

北陸総合
通信局長

表彰

富山県 団体 　災害対応強化と第5世代携帯電話基地局・オンライ
ン教育の基盤となる光ファイバ網の整備を促進する
ため、令和2年度に独自で光ファイバ網の整備推進
事業を実施し、県内全域の完全光ファイバ化の達成
に多大な貢献をされた功績

北　陸 北陸情報
通信協議
会会長表

彰

斉藤　徹 個人
　
　サイバーセキュリティに関する豊富な経験と専門知
識を生かし、CTF演習など画期的な教育手法を取り
入れながら当該分野における青少年の人材育成に
多大な貢献をされた功績

北　陸 北陸情報
通信協議
会会長表

彰

佐道　正春 個人 　石川県立飯田高等学校の校長として、総合的な探
求の時間を使い、高校生が住民と連携し、ICTを活用
し地域課題を解決する先駆的な取組を行うなど、地
域におけるデジタル活用人材の育成に多大な貢献を
された功績

北　陸 北陸情報
通信協議
会会長表

彰

山根　智 個人 　国立大学法人金沢大学教授として、数理・データサ
イエンス教育の全学必修化と北陸地域の大学連携
による当該教育の地域への普及を行うとともに、組込
みシステムの設計検証等の分野における教育・研究
を推進するなど、情報通信の高度化と人材育成に多
大な貢献をされた功績

北　陸 北陸情報
通信協議
会会長表

彰

石川県立飯田高等学
校

団体 　総合的な探求の時間を使い、高校生が住民と連携
し、ICTを活用し地域課題を解決する先駆的な取組を
継続して行うなど、地域におけるデジタル活用人材の
育成に多大な貢献をされた功績

北　陸 北陸情報
通信協議
会会長表

彰

金沢市立工業高等学
校

団体 　電気科・電子情報科生徒への特殊無線技士の資格
取得に加え、建設工事の高度化に対応するため、土
木科生徒も含めた積極的な無線従事者資格の取得
促進に努めるなど、北陸地域における電波利用分野
の人材育成に多大な貢献をされた功績

北　陸 北陸総合
通信局長

賞

七尾市立中島中学校 学校部
門

「情報通信の安心安全な利用のための標語」
 
　『その言葉　本当に送って　大丈夫？』

　受賞作品は、広報ポスターへの掲載をはじめ、各種
啓発事業・行事等において広く活用されます。

東　海 電波の日
東海総合
通信局長

表彰

岐阜県
総務部管財課

団体 課長
　：古田　和代

　新たな社会基盤となる５Ｇの整備が早期に実現さ
れるよう「５Ｇアンテナ基地局等設置ワンストップ窓
口」を開設し、保有施設等への設置許可の照会窓口
の一元化を行い、デジタル田園都市国家構想の推進
に多大な貢献をされました。

東　海 電波の日
東海総合
通信局長

表彰

静岡県デジタル戦略
局デジタル戦略課

団体 課長
　：髙部　真吾

　新たな社会基盤となる５Ｇの整備が早期に実現さ
れるよう「５Ｇアンテナ基地局等設置ワンストップ窓
口」を開設し、保有施設等への設置許可の照会窓口
の一元化を行い、デジタル田園都市国家構想の推進
に多大な貢献をされました。



 

地域 表彰区分 受賞者名 区分 役職・代表 功績概要

東　海 電波の日
東海総合
通信局長

表彰

愛知県総務局総務部
情報政策課ＤＸ推
進室

団体 室長
　：清田　佳治

　新たな社会基盤となる５Ｇの整備が早期に実現さ
れるよう「５Ｇアンテナ基地局等設置ワンストップ窓
口」を開設し、保有施設等への設置許可の照会窓口
の一元化を行い、デジタル田園都市国家構想の推進
に多大な貢献をされました。

東　海 電波の日
東海総合
通信局長

表彰

三重県デジタル社会
推進局デジタル事 業
推進課

団体 課長
　：和田　桃子

　新たな社会基盤となる５Ｇの整備が早期に実現さ
れるよう「５Ｇアンテナ基地局等設置ワンストップ窓
口」を開設し、保有施設等への設置許可の照会窓口
の一元化を行い、デジタル田園都市国家構想の推進
に多大な貢献をされました。

東　海 電波の日
東海総合
通信局長

表彰

愛知県教育委員会 団体 教育長
　：飯田　靖

　電波の重要性と利便性を深く認識され、電波法に
定める科目確認制度の周知を積極的に行い、地域
の電波利用分野の人材育成に多大な貢献をされまし
た。

東　海 電波の日
東海総合
通信局長

表彰

株式会社エフエム熱
海湯河原

団体 代表取締役社長
　：富岡　篤美

　令和３年７月の静岡県熱海市における土石流災害
発生の際、放送の継続に努められるとともに、災害
情報や被災生活に必要な情報を積極的に発信する
など、災害時における地域住民のための情報収集と
伝達に多大な貢献をされました。

東　海 情報通信
月間

東海総合
通信局長

表彰

柳田　公市 個人 特定非営利活動法人
ナレッジネットワーク 理
事長

　多年にわたり地域情報化アドバイザーとして、多く
の地域の課題解決に取り組まれるとともに、地域経
済の活性化や産業振興等の推進に積極的に取り組
まれるなど、情報通信による地域の活性化に多大な
貢献をされました。

東　海 情報通信
月間

東海総合
通信局長

表彰

恵那市 団体 市長
　：小坂　喬峰

　ＩＣＴを活用した行政サービスの向上に取り組まれた
ほか、ＧＩＳを活用した防災システムや獣害対策シス
テムを導入するなど、ＩｏＴ実装による地域課題の解決
に積極的に取り組み、地域の活性化に多大な貢献を
されました。

東　海 情報通信
月間

東海総合
通信局長

表彰

一宮市 団体 市長
　：中野　正康

　５Ｇを活用し、全国で初となる公道での複数台の遠
隔型自動運転や消防・救急分野での高精細映像伝
送の実証実験を官民協働で実施するなど、先進的な
情報通信の利活用推進に多大な貢献をされました。

東　海 情報通信
月間

東海総合
通信局長

表彰

株式会社伊豆急ケー
ブルネットワーク

団体 代表取締役社長
　：比企　恒裕

　令和３年７月の静岡県熱海市において発生した土
石流災害で幹線ケーブルが断線し全サービスが停止
となった際、立ち入り禁止地域もあり復旧作業が困難
な中、早期復旧に尽力され、地域住民の情報収集手
段の確保に多大な貢献をされました。

東　海 東海情報
通信懇談
会会長表

彰

梶田　佳伸 個人 新生テクノス株式会社
研修センター担当部長

　多年にわたり、鉄道の安全・安定輸送に重要な列
車無線システムの維持管理や鉄道無線技術者の育
成に尽力されるなど、鉄道分野における電波利用に
多大な貢献をされました。



 

地域 表彰区分 受賞者名 区分 役職・代表 功績概要

東　海 東海情報
通信懇談
会会長表

彰

上坊寺　俊次 個人 元日本放送協会 高山
支局長

　多年にわたり、東海・北陸地域のテレビ・ラジオ放
送などの放送設備の整備と安定運用、受信環境の
維持に尽力されるとともに卓越した技術力と経験を
もって放送技術者の育成に多大な貢献をされまし
た。

東　海 東海情報
通信懇談
会会長表

彰

株式会社テクノア 団体 代表取締役
　：山﨑　耕司

　工場設備の稼働状況などを把握するため、ＡＩ・ＩｏＴ
を活用したソリューションを開発し、多くの中小企業に
導入されるなど中小製造業の生産性の向上や経営
力向上に寄与し、地域産業の活性化に多大な貢献を
されました。

東　海 東海情報
通信懇談
会会長表

彰

トビラシステムズ株式
会社

団体 代表取締役社長
　：明田　篤

　都道府県警察などと連携を図り、迷惑電話フィルタ
「トビラフォン」を開発し、迷惑電話や振り込め詐欺な
どの社会問題の解決に大いに効果を発揮するなど、
情報通信の健全な発展に多大な貢献をされました。

東　海 東海情報
通信懇談
会会長表

彰

“Nagoya×Torino”グ
ローバル交流 With
5Gプロジェクト実行委
員会

団体 委員長
　：大石　幼一

　名古屋市とトリノ市の複数の拠点を高精細映像伝
送で結び、８Ｋ画像によるマルチアングルＶＲを体験
させるなど、新たな情報通信技術の利用拡大に多大
な貢献をされました。

東　海 東海情報
通信懇談
会会長表

彰

名古屋ユナイテッドコ
ンテナターミナ
ル株式会社

団体 代表取締役社長
　：川﨑　泰弘

　５Ｇの特性を生かしたタイヤ式門型クレーンの遠隔
操作・自働運転システムを導入し、名古屋港鍋田ふ
頭コンテナターミナルの労働環境の改善、安全性の
向上、作業の平準化を図り、港湾分野における電波
利用に多大な貢献をされました。

東　海 東海総合
通信局長

賞

岐阜県川辺町立川辺
中学校

学校部
門

「情報通信の安心安全な利用のための標語」
 
　『書き込みは　人の心が　最優先』

　受賞作品は、広報ポスターへの掲載をはじめ、各種
啓発事業・行事等において広く活用されます。

近　畿 電波の日
近畿総合
通信局長

表彰

谷　正昭 個人 滋賀県電波適正利用
推進員協議会　会長

　電波適正利用推進員として地域の電波利用環境の
維持・向上に取り組み滋賀県電波適正利用推進員
協議会会長として県協議会の中心的役割を果たすな
ど多大な貢献をされました。

近　畿 電波の日
近畿総合
通信局長

表彰

渡辺　尚 個人 大阪大学大学院　情報
科学研究科　教授

　近畿受信環境クリーン協議会の会長職を務めテレ
ビ・ラジオの受信障害防止のための周知広報活動を
積極的に展開するなど放送受信環境の改善に多大
な貢献をされました。



 

地域 表彰区分 受賞者名 区分 役職・代表 功績概要

近　畿 電波の日
近畿総合
通信局長

表彰

独立行政法人海技教
育機構　海技大学校

団体 海技大学校長
　：近藤　宏一

　船舶局等の無線設備の操作又はその監督に携わ
る無線従事者に対して認定新規訓練の実施に尽力
され船舶局無線従事者証明を円滑に遂行することに
多大な貢献をされました。

近　畿 情報通信
月間

近畿総合
通信局長

表彰

中川　賀史 個人 公益財団法人大阪産
業局　プロジェクトアド
バイザー

　「ミライノピッチ」をはじめ関西地域ICTスタートアップ
創出に向けたイベント等を長年にわたり担当し多くの
起業家の輩出・育成に尽力するなど革新的な技術を
有するベンチャーの支援に多大な貢献をされました。

近　畿 情報通信
月間

近畿総合
通信局長

表彰

若宮　直紀 個人 大阪大学大学院　情報
科学研究科　教授

　近畿情報通信協議会の幹事長として管内の情報通
信の健全な普及発展と情報通信の利用による国民
生活の向上に寄与するとともに地域課題の解決への
ICTの利活用の推進に多大な貢献をされました。

近　畿 情報通信
月間

近畿総合
通信局長

表彰

神戸学院大学附属高
等学校

団体 校長
　：西尾　勝

　青少年のインターネット・リテラシーの向上のための
様々な施策において全国的にも最多数の応募をする
など継続的にかつ積極的に取り組まれました。

近　畿 情報通信
月間

近畿総合
通信局長

表彰

株式会社ベイ・コミュ
ニケーションズ

団体 代表取締役社長
　：竹間　郁夫

　サービスエリア内にあるコミュニティ放送局の防災
情報などの地域情報の再放送を行うほか子どもたち
の活躍を自主番組で放送するとともに自社ネットワー
クを地域の見守り事業のインフラとして提供するなど
地域課題の解決に大きく寄与されました。

近　畿 近畿情報
通信協議
会会長表

彰

荒木　 優 個人 朝日放送テレビ株式会
社　技術局技術戦略部

　放送・通信技術の幅広い知見を活かし簡単に使用
できるネットワーク型タリー伝送システムの実用製品
化による現場の負担軽減や中継コンテンツの品質向
上を実現するなど放送技術の発展に多大な貢献をさ
れました。

近　畿 近畿情報
通信協議
会会長表

彰

山内　雪路 個人 大阪工業大学　情報科
学部ネットワークデザイ
ン学科　教授

　無線通信や情報ネットワーク分野で多数の学術書
や解説書を執筆するとともに長年NPO法人にて技術
教育コンテンツの開発や指導者の育成をするなど技
術者教育に多大な貢献をされました。

近　畿 「地域発デ
ジタルコン
テンツ」総

務大臣奨励
賞

神戸市立太山寺中学
校
放送部　増本班

　総務省では、全国の総合通信局及び沖縄総合通
信事務所において、クリエイターの育成や作品発表
の場の提供、地域からの情報発信等を目的に、デジ
タルコンテンツに関するコンテスト等の共催・後援を
行っています。その中でも、特にすばらしい作品を制
作し、今後の創作活動が期待される方々について、
総務大臣奨励賞を授与します。

 
<作品名>

　せっかく買ってもらったのに…



 

地域 表彰区分 受賞者名 区分 役職・代表 功績概要

近　畿 近畿総合
通信局長

賞

豊中市立第十五中学
校

学校部
門

「情報通信の安心安全な利用のための標語」
 
　『寝る前は　スマホを見ずに　夢を見よう』

　受賞作品は、広報ポスターへの掲載をはじめ、各種
啓発事業・行事等において広く活用されます。

中　国 電波の日
中国総合
通信局長

表彰

黒木　太司 個人 独立行政法人国立高
等専門学校機構呉工
業高等専門学校副校
長、協働研究センター
長、技術センター長

　中国地域の高等専門学校の研究開発成果を全国
に知らしめるとともに、将来を担うＩＣＴ人材の育成及
び高専ワイヤレスＩｏＴコンテストの活性化に多大な貢
献をされました。

中　国 電波の日
中国総合
通信局長

表彰

第六管区海上保安本
部 玉野海上保安部

団体 部長
　：長澤　宏樹

　海上における無線通信の重要性を深く認識し、不
法無線局を排除するための 取締りを積極的に実施
し、電波利用の秩序維持に多大な貢献をされました。

中　国 電波の日
中国総合
通信局長

表彰

一般社団法人
WebDINO Japan

団体 代表理事
　：瀧田　佐登子

　「Web×IoT メイカーズチャレンジ鳥取運営委員会」
の代表として、新たな IoT 機器・サービス等の開発を
目指す若者を育成し、地域に根差した人材育成に多
大な貢献をされました。

中国 電波の日
中国総合
通信局長

表彰

日本放送協会広島放
送局

株式会社中国放送

広島テレビ放送株式
会社

株式会社広島ホーム
テレビ

株式会社テレビ新広
島

団体 局長
　： 山口　太一

代表取締役社長
　： 宮迫　良己

代表取締役社長
　： 飯田　政之

代表取締役社長
　： 三吉　吉三

代表取締役社長
　： 箕輪　幸人

　平成30年7月豪雨により得られた教訓を踏ま
え、広島地区の放送事業者で連携・協力し、非
常用電源装置や予備送信所の整備を行うなど、
地域住民の安心・ 安全の確保に多大な貢献を
されました。

中　国 情報通信
月間中国
総合通信
局長表彰

渡邉　敏正 個人 国立大学法人広島大
学客員教授

　多年にわたり SCOPE の中国地域評価委員会委員
長を務めるなど、中国地域の情報通信の普及・発展
に多大な貢献をされました。

中　国 情報通信
月間中国
総合通信
局長表彰

日本放送協会松江放
送局

ひらた CATV 株式会
社

団体 局長
　：吉光　賢之

代表取締役社長
　：石原　俊太郎

　令和３年７月の大雨災害で被災したケーブルテレビ
を、関係者間で迅速に連携を図り早期に復旧し、地
域住民の安心・安全の確保に多大な貢献をされまし
た。



 

地域 表彰区分 受賞者名 区分 役職・代表 功績概要

中　国 情報通信
月間中国
総合通信
局長表彰

株式会社東広島ケー
ブルメディア

団体 代表取締役社長
　：石井　裕一郎

　ｅ-ネットキャラバンの趣旨に賛同し、多数の講座で
講師を務めるなど、地域のインターネットの安心・安
全利用の普及促進に多大な貢献をされました。

中　国 情報通信
月間中国
総合通信
局長表彰

株式会社広島情報シ
ンフォニー

団体 代表取締役社長
　：寺尾　昌彦

　全国初の障害者在宅雇用の実施を契機にテレワー
クを導入し、現在に至るまで多年にわたりテレワーク
の推進に多大な貢献をされました

中　国 「地域発デ
ジタルコン
テンツ」総

務大臣奨励
賞

大財　奈々美
広島市立大学

　広島県内 23 市町それぞれの花、紋章と風景など
を色彩豊かなアニメーションで表現した作品。

中　国 中国総合
通信局長

賞

広島県立尾道商業高
等学校

学校部
門

「情報通信の安心安全な利用のための標語」
 
　『守ろう個人情報　やめよう誹謗中傷』

　受賞作品は、ポスターや啓発活動等に活用してい
きます。

四　国 電波の日
四国総合
通信局長

表彰

小林　和夫 個人 　多年にわたり牟岐漁業無線局局長として漁船の航
行の安全及び操業に伴う漁業通信の確保に尽力し、
全国漁業無線協会の理事等として漁業無線の振興
を図り水産業界の経済的・文化的発展に寄与すると
ともに、漁業無線の普及発展に多大な貢献をした。

四　国 電波の日
四国総合
通信局長

表彰

伊藤　章 個人 　電波適正利用推進員として電波教室や地域のイベ
ントなどにおいて電波利用に関する相談や周知啓発
活動を積極的に行うとともに、香川県電波適正利用
推進員協議会の会長として電波の適正利用の推進
に多大な貢献をした。

四　国 電波の日
四国総合
通信局長

表彰

大﨑　司 個人 　電波適正利用推進員として電波教室や地域のイベ
ントなどにおいて電波利用に関する相談や周知啓発
活動を積極的に行うとともに、高知県電波適正利用
推進員協議会の会長として電波の適正利用の推進
に多大な貢献をした。

四　国 情報通信
月間四国
総合通信
局長表彰

大富　仁 個人 ハバス合同会社　代表
社員

　四国情報通信懇談会が実施した小学生を対象とし
たプログラミング学習会において、多年にわたり学習
内容の企画及び講師を担当され、子どもたちがプロ
グラミングを身近に体験できる指導を通じて情報リテ
ラシーの向上、ＩＣＴ人材育成による地域活性化に多
大な貢献をした。

 
<作品名>

　　　　Flower



 

地域 表彰区分 受賞者名 区分 役職・代表 功績概要

四　国 情報通信
月間四国
総合通信
局長表彰

愛媛県産業技術研究
所

団体 所長
　：玉井　浩二

　ローカル５Ｇによる映像伝送や遠隔制御の特徴を
体感できる施設「久米窪田５Ｇラボ」を整備しシステム
の活用イメージを広く示すとともに、工場分野におけ
るローカル５Ｇ実証事業において愛媛県内のものづく
り産業への実装促進に尽力され、ローカル５Ｇの利
用促進に多大な貢献をした。

四　国 情報通信
月間四国
総合通信
局長表彰

久万高原町 団体 町長
　：河野　忠康

　林業における安全性・生産性向上のため、全国で
初めて森林を含む町全域にＬＰＷＡによる通信網を
整備し、携帯電話圏外でも正確な位置情報を伴った
救助要請が可能となる仕組みを構築するなど、ＩＣＴ
の活用による地域課題解決に多大な貢献をした。

四　国 情報通信
月間四国
総合通信
局長表彰

四万十町 団体 町長
　：中尾　博憲

　ドローンやセンサーを活用したスマート農業の実証
や、ドローンの防災・教育等の分野での活用など、ＩＣ
Ｔの活用による地域活性化や地域課題解決に取り組
み、中山間地域におけるデジタル実装の推進に多大
な貢献をした。

四　国 四国情報
通信協力
会長表彰

永見　義和 個人 　長年にわたり四国情報通信協力会の幹事として事
業の運営に携わり、電波・情報通信知識の普及並び
に電波・情報通信利用の発展に関し多大な貢献をし
た。

四　国 四国情報
通信協力
会長表彰

国立大学法人香川大
学

団体 学長
　：筧　善行

株式会社ＳＴＮｅｔ 団体 取締役社長
　：小林　功

四　国 四国情報
通信協力
会長表彰

日高村 団体 村長
　：戸梶　眞幸

ＫＤＤＩ株式会社　四
国総支社

団体 理事　四国総支社長
　：小林　昌宏

株式会社チェンジ 団体  代表取締役兼執行役
員社長
　：福留　大士

四　国 「地域発デ
ジタルコン
テンツ」総

務大臣奨励
賞

愛媛県立長浜高等学
校

　国内初の高校内に水族館がある長浜高校は毎日
がドラマの連続。その魅力を映画の予告編風にまと
めた作品。

 
<作品名>

　映画「ハイスクールは水族館」
予告編

　ローカル５Ｇの社会実装に向け、ロボットの遠隔制
御や高精細映像伝送による施設の見守り実験に取り
組むなど、地域におけるローカル５Ｇ利活用の推進と
地域の活性化に多大な貢献をした。

　官民協働で「村まるごとデジタル化」事業に取り組
み、住民のスマートフォン普及に向けた各種課題の
解決に努め、スマートフォンの利活用による地域のデ
ジタル化と活性化に多大な貢献をした



 

地域 表彰区分 受賞者名 区分 役職・代表 功績概要

四　国 四国総合
通信局長

賞

愛媛県立新居浜東高
等学校

学校部
門

「情報通信の安心安全な利用のための標語」
 
　『その情報　本当に信頼　できるかな？ ちゃんと学
ぼう　リテラシー』

　受賞作品をインターネットの安心・安全な利用に資
する講座や会合において紹介し、家庭でのルール作
りの必要性やネットマナーについて理解を深めてい
ただくために活用します。

九　州 電波の日
九州総合
通信局長

表彰

福迫　武 個人 国立大学法人熊本大
学大学院先端科学研
究部 教授

　「４００ＭＨｚ帯デジタル簡易無線局の帯域拡張及び
高度化のあり方に関する調査検討会」座長として、将
来の周波数逼迫対策及び中継動作の利用に関する
技術的条件をまとめるなど、電波技術の普及・発展
に多大な貢献をされました。

九　州 電波の日
九州総合
通信局長

表彰

独立行政法人国立高
等専門学校機構佐世
保工業高等専門学校

団体 校長
　：中島　寛

　高専ワイヤレスＩｏＴコンテスト２０２０及び２０２１にお
いて地域課題解決のため、斬新なアイデアにより全
国で最も優れた成果を収められ、将来のワイヤレス
人材の育成に多大な貢献をされました。

九　州 電波の日
九州総合
通信局長

表彰

福岡県警察本部 生
活安全部

団体 部長
　：梶原　浩二

　不法無線局の取締強化にあたり当局との連携をと
おし県内の警察署を積極的に指導し、被疑者摘発に
つなげるなど、安心・安全な電波利用秩序の維持に
多大な貢献をされました。

九　州 電波の日
九州総合
通信局長

表彰

日本放送協会熊本放
送局

団体 局長
　：渡邊 和明

株式会社熊本放送 代表取締役社長
　：上野　淳

株式会社エフエム熊
本

代表取締役社長
　：荒木　正博

株式会社熊本シティ
エフエム

代表取締役社長
　：松本　富士男

株式会社エフエムや
つしろ

代表取締役社長
　：吉住　一郎

株式会社エフエム小
国

代表取締役社長
　：河津　和明

天草ケーブルネット
ワーク株式会社

代表取締役
　：堀田　英史

　長年にわたり熊本県下のラジオ放送局が共同制作
して同時放送する「防災・命のラジオ」を通じ、発災時
などにおけるラジオ放送の有用性の理解促進に取り
組み、地域住民の安心・安全の向上に多大な貢献を
されました。



 

地域 表彰区分 受賞者名 区分 役職・代表 功績概要

九　州 電波の日
九州総合
通信局長

表彰

ＲＫＢ毎日放送株式
会社

団体 代表取締役社長
　：佐藤　泉

九州朝日放送株式会
社

代表取締役社長
　： 和氣　靖

株式会社エフエム福
岡

代表取締役社長
　：光富　彰

株式会社ＣＲＯＳＳ Ｆ
Ｍ

代表取締役社長
　：坂田　隆史

ラブエフエム国際放
送株式会社

代表取締役社長
　：髙田　洋一

日本放送協会福岡放
送局

局長
　：傍田　賢治

九　州 情報通信
月間九州
総合通信
局長表彰

井上　英幸 個人 一般社団法人九州テレ
コム振興センター 主席
研究員

　地域情報化アドバイザーや地域オープンデータ推
進事業における地域メンターとして、多くの自治体の
課題解決や地域振興のための助言を行うなど、地域
情報化に多大な貢献をされました。

九　州 情報通信
月間九州
総合通信
局長表彰

星合　隆成 個人 学校法人君が淵学園
崇城大学 IoT・AI セン
ター長、情報学部教授

　熊本から日本全国に向けたＤⅩ推進を目的とする
ＤⅩ ｆｒｏｍ ＫＵＭＡＭＯＴＯの設立に尽力し、人材の
育成を積極的に取り組まれ、管内のＤⅩ推進と人材
育成に多大な貢献をされました。

九　州 情報通信
月間九州
総合通信
局長表彰

長崎県立佐世保工業
高等学校

団体 校長
　： 山口　朋之

　長年にわたり学校教育を通じ情報通信社会を担う
工事担任者の育成及び輩出に尽力し、広く電気通信
の発展に多大な貢献をされました。

九　州 情報通信
月間九州
総合通信
局長表彰

熊本ソフトウェア株式
会社

団体 代表取締役会長
　： 足立　國功

　サイバーセキュリティの推進及び周知広報に尽力
するとともに、一般社団法人熊本県サイバーセキュリ
ティ推進協議会の事務局としてコンピュータ犯罪の防
止に協力することにより、高度情報社会の発展に多
大な貢献をされました。

九　州 情報通信
月間九州
総合通信
局長表彰

株式会社ケーブルワ
ン

団体 代表取締役社長
　： 大野　裕志

　長年にわたり地域に根差すケーブルテレビ事業者
としての使命を鑑み、地域における防災情報の発信
を効果的かつ積極的に実施し、地域住民の安心・安
全の確保に多大な貢献をされました。

　長年にわたり福岡県下のラジオ放送局が共同制作
して同時放送する「ライフサポーターあなたを守る防
災ラジオ」を通じ、防災意識の高揚に努められ、地域
住民の安心・安全の向上に多大な貢献をされました.



 

地域 表彰区分 受賞者名 区分 役職・代表 功績概要

九　州 九州総合
通信局長

賞

福岡市立照葉中学校 学校部
門

校長
　：殿元 裕介

「情報通信の安心安全な利用のための標語」
 
　『一度の投稿　一生消えない　あなたのタ
トゥー』

　「情報通信の安心安全な利用のための標語」の公
募において、安心安全な利用に関わる顕著な活動を
されるとともに優秀な作品を創作され、学校における
児童生徒の安心安全と情報通信の健全な発展に多
大な貢献をされました。

九　州 九州電波
協力会長

表彰

牛島 和夫 個人 国立大学法人九州大
学 名誉教授

　長きにわたり九州受信環境クリーン協議会会長とし
てテレビ・ラジオ受信障害の原因調査とその対策など
を指導し、管内の受信障害対策の推進に尽力すると
ともに、中央協議会への参加を通じ全国の受信障害
対策に多大な貢献をされました。

九　州 九州電波
協力会長

表彰

福岡県立福岡工業高
等学校

団体 校長
　：市川　仁士

　多年にわたり無線従事者国家試験において生徒の
受験拡大と資格取得の促進に積極的に取り組むな
ど、多数の無線従事者を輩出し、情報通信を担う人
材の育成に多大な貢献をされました。

九　州 九州電波
協力会長

表彰

宮崎中央農業協同組
合

団体 組合長
　：栗原　俊朗

西日本電信電話株式
会社宮崎支店

支店長
　：桒畑　秀哉

沖　縄 電波の日
沖縄総合
通信事務

所

我喜屋　宗信 個人 　多年にわたり沖縄県電波適正利用推進員として地
域住民に対する電波の適正な利用等に関する周知
啓発活動に従事するとともに、その卓越した見識と指
導力を発揮し、電波利用の発展に多大な貢献をされ
ました

沖　縄 情報通信
月間沖縄
総合通信
事務所

総合学園ヒューマン
アカデミー那覇校

団体 　沖縄総合通信事務所及び沖縄情報通信懇談会が
開催する「沖縄デジタル映像祭」において多年にわた
り優秀な作品を応募し映像祭の運営及び映像コンテ
ンツ制作に携わる人材育成に貢献をされました。

沖　縄 「地域発デ
ジタルコン
テンツ」総

務大臣奨励
賞

根間　笑花
（沖縄県立芸術大学）

　沖縄総合通信事務所等が主催した「沖縄デジタル
映像祭」において応募作品「WITCH CRAFT」が最優
秀賞を受賞されるなど、優秀な作品の制作及び地域
発の情報発信に貢献されました。

 
<作品名>

　　　WITCH CRAFT

　施設園芸分野においてＩｏＴを活用した重油タンクの
残量センサーを導入した遠隔でのリアルタイム測定
などの実現により、地域社会が抱える労働人口の不
足問題に取り組み、施設園芸分野の高度化ならびに
電波の普及拡大に多大な貢献をされました



 

地域 表彰区分 受賞者名 区分 役職・代表 功績概要

沖　縄 沖縄総合
通信事務
所長表彰

竹富町立
竹富中学校

学校部
門

「情報通信の安心安全な利用のための標語」
 
　『その人の　画面に見えない　恐ろしさ』

　「令和４年度情報通信の安心安全な利用のための
標語」の公募において、安心安全な利用に関わる顕
著な活動をされると共に優秀な作品を創作され、学
校における児童生徒の安心安全と情報通信の健全
な発展に大きく貢献されました。

沖　縄 沖縄電波
協力会長

表彰

砂邊　孝榮 個人 有限会社砂辺無線 　一般社団法人全国船舶無線協会沖縄支部長を長
年に渡り精勤し、沖縄県内における船舶無線の普及
促進に多大な貢献をされました。


